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液状化被害が顕著な範囲

今回の液状化範囲を赤破線で示す。
昭和39年(1964）新潟地震で液状化した範囲（灰色の着色）と概ね一致している。

出典：国土交通省北陸地方整備局：新潟県内
の液状化しやすさマップに加筆

今回の液状化の範囲

大野・寺尾・小針・青山周辺

ときめき・山田・善久周辺

天野



液状化現象について

普段は砂粒同士が支えあい、その間を水が満たし
ている状態で安定している。

出典）文部科学省：地震がわかる！Ｑ＆Ａに加筆 （https://www.jishin.go.jp/main/pamphlet/wakaru_qa/wakaru_qa.pdf）

液状化は、次の3つの条件がそろった場所で発生する。

①地表付近まで砂地盤であること ②砂が締め固まっていないこと
③砂地盤が地下水に満たされており地下水位が高いこと

地震により激しい振動が加えられると、砂粒の支え
あいが崩れ、このとき、砂粒の間にある水の圧力が
高まり、地盤が砂を含んだ水のような状態（液状化）
になる。
液状化した地層の上に亀裂や弱い部分があると圧
力に耐え切れず、そこから砂が地表に噴き出す。

液状化が起こると、地盤の沈下、地中のタンクやマ
ンホールの浮き上がり、建築物の傾き・転倒などの
被害が発生する。

【液状化発生の模式図】



地形分類図

液状化の範囲は、「砂丘の麓周辺」と信濃川の「旧河道」である。

 砂丘の麓は、地下水位が高く液状化しやすい地盤。
 旧河道は川で運ばれた砂がたまっている上、地下水位が高く液状化しやすい地盤。

今回の液状化の範囲

出典：国土交通省北陸地方整備
局：信濃川・越後平野の地形と地
質P36に加筆



液状化しやすさマップ

今回の液状化範囲は、液状化しやすさマップの「危険度4」の範囲と一致している。
国土交通省では、東日本大震災を契機に全国の平野部で液状化の危険度を評価し、
「液状化しやすさマップ」を発表した。上図の新潟県マップは平成24年（2012）7月に発表。

出典：国土交通省北陸地方整備局：新潟県内
の液状化しやすさマップに加筆

今回の液状化の範囲





新潟市西区大野 1月3日撮影



新潟市西区大野 1月3日撮影

背後の砂丘からの押出しにより道路側へ移動している。



新潟市西区大野 1月3日撮影

擁壁の傾きと駐車場の膨れ上がり



新潟市西区寺地 1月3日撮影

道路面に発生した亀裂と歩道の陥没、
噴砂



新潟市西区ときめき 1月2日撮影

道路面に発生した亀裂と
歩道ブロックのめくれ上がり



新潟市西区善久 1月2日撮影

歩道から噴砂と電柱の沈下・傾き



新潟市江南区天野

道路面からの噴砂



新潟市西蒲区巻甲 1月3日撮影

今回、確認した中で最も南側に位置する
液状化箇所。道路盛土の砂が液状化して
いる。地形では鎧潟干拓地に位置する。
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